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【
質
問
】
再
び
過
疎
指
定
と
な
っ
た
が
、

地
域
の
夢
と
希
望
で
あ
っ
た
新
幹
線
が

開
通
す
る
。
飯
山
は
こ
う
し
て
過
疎
脱

却
を
目
指
す
と
い
う
具
体
策
を
。　
　

【
答
弁
】
先
人
が
築
い
た
素
晴
し
い
環

境
を
活
か
し
、
飯
山
に
住
む
魅
力
と
誇

り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
だ
。

そ
の
た
め
に
、
飯
山
を
応
援
し
て
く
れ

る
外
部
の
方
々
の
知
恵
を
得
、
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

若
者
が
住
め
る
よ
う
雇
用
対
策
と
移
住

定
住
策
に
も
力
を
入
れ
た
い
。　

【
質
問
】
交
通
の
利
便
性
が
一
段
と
良
く

な
る
し
自
然
も
豊
で
環
境
が
い
い
。
こ

れ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
若
者
が
集
ま
る
学
校
関

連
の
施
設
の
誘
致
や
、
学
生
や
実
業
団

等
の
合
宿
受
け
入
れ
の
為
の
整
備
を
過

疎
債
で
ど
う
か
。
ま
た
、
飯
山
高
校
の

寮
の
建
設
は
、
過
疎
対
策
上
重
要
だ
十

分
な
協
力
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

【
答
弁
】
若
い
人
た
ち
に
飯
山
に
来
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
人
口
増
対
策
上

大
変
重
要
な
こ
と
だ
。
長
期
的
展
望
で

検
討
し
た
い
。
飯
山
高
校
の
寮
建
設
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
と
連
携
し
現
在
進

め
て
い
る
。　

【
質
問
】
新
幹
線
の
開
通
に
合
わ
せ
て

過
疎
債
事
業
と
し
て
、
国
体
開
催
を
提

案
す
る
。
仮
に
一
億
円
の
予
算
で
あ
っ
て

も
三
割
で
済
む
し
、
経
済
効
果
は
そ
れ

以
上
に
大
き
い
。
ま
た
、
子
供
達
が
目

標
を
持
っ
て
頑
張
れ
る
し
、
市
民
も
一

体
に
な
れ
る
効
果
は
大
き
い
が
。

【
答
弁
】
新
幹
線
の
開
業
時
に
は
全
国

レ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
雪
を
活
用
す
る
と
い

う
こ
と
で
は
、
国
体
の
開
催
も
一つ
の
選

択
肢
で
あ
る
が
、
過
疎
債
利
用
の
可
否

を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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》
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２
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新
年
度
事
業
に
つ
い
て

 
過
疎
事
業
債
の
具
体
策
は

山﨑一郎議員

信叟寺山門（長野市古里）はかつての大手門と言われている

人

事

案

陳
　
情
　
審
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編
集
後
記

　
４
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
方
議
会
と

議
員
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
数
多

く
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
私
ど
も
も
「
地
域
代
表
的
視
点
」

か
ら
「
全
市
的
視
点
」
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
「
議
会
改
革
」
も
更
に
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、「
定
数
」
と
「
報

酬
」
の
み
な
ら
ず
、「
議
会
そ
し
て

議
員
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
考
え
て

い
く
時
期
が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
て

も
、「
お
任
せ
」
で
は
な
く
、
今
ま
で

以
上
に
議
会
に
対
し
積
極
的
に
ご
意

見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
渋
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芳
三
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議
会
だ
よ
り
編
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委
員
会

　
　
委
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副
委
員
長　
　
渋
川　
芳
三

　
　
委　
員　
　
　
西
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光
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岡
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◇
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固
定
資
産
評
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員
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選
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る

　
同
意
を
求
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る
こ
と
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
月
岡
　
壽
男
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　　
《
同
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議
決
》

◇
議
案
第
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号
　

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
選
任
に
関
す
る
同
意
を
求
め
る
こ
と

　
に
つ
い
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大
口
　
英
一
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同
意
議
決
》

県
知
事
・
県
議
会
へ
要
請
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町
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会
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会
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去
る
、
平
成
23
年
２
月
７
日
、
長
野
県

特
別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町
村
議
会
協
議

会
（
飯
山
市
、
信
濃
町
、
山
ノ
内
、
白

馬
村
、
長
野
市
、
栄
村
、
小
谷
村
、
高

山
村
、木
島
平
村
、野
沢
温
泉
村
で
構
成
）

が
、
県
知
事
・
県
議
会
議
長
へ
、「
雪
害

対
策
救
助
員
制
度
の
維
持
、
拡
充
、
基

準
単
価
の
見
直
し
に
つ
い
て
」、「
豪
雪
地

帯
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
（
道
路
整
備

の
推
進
、
消
雪
施
設
の
整
備
促
進
）」
な

ど
の
陳
情
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
飯
山
城
研
修
会
　
開
催
し
ま
し
た　
　

　

飯
山
市
議
会
で
は
、
去
る
4
月
20
日

に
飯
山
城
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
、
飯
山
市

で
飯
山
城
跡
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
整
備

が
良
い
の
か
考
え
る
上
で
、
ま
ず
議
員

と
し
て
飯
山
城
の
歴
史
と
現
状
の
課
題

等
を
こ
の
機
会
に
学
習
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
議
員
全
員
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
文
化
財
保
護
が
ご
専
門

で
、
ま
た
市
教
育
委
員
長
も
務
め
て
お

ら
れ
る
長
瀬
哲
さ
ん
に
ご
指
導
ご
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
現
存
す
る
い
く
つ
か
の
飯

山
城
の
城
絵
図
の
中
か
ら
、
正
保
年
間

の
絵
図
を
基
に
、
当
時
の
飯
山
城
を
歩

き
な
が
ら
実
地
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

城
跡
の
南
側
に
あ
っ
た
大
手
門
か
ら

西に
し
く
る
わ

曲
輪
、
切き
り
ぎ
し岸
の
下
を
通
る
大
手
道
を

進
み
、
現
在
の
弓
道
場
そ
ば
に
あ
る
南

中
門
の
礎
石
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し

て
桜
井
戸
跡
を
横
目
に
さ
ら
に
進
み
、

途
中
で
城
跡
の
北
西
付
近
に
当
時
の
状

態
に
近
い
形
で
今
も
残
る
土
塁
あ
と
を

確
認
し
北
中
門
ま
で
出
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
、
今
度
は
南
に
引
き
返
し
、

三
の
丸
に
出
て
城
の
北
側
の
一
番
眺
望
の

き
く
付
近
か
ら
、
か
つ
て
あ
っ
た
北
大
手

門
の
位
置
を
確
認
し
、城
の
東
側
に
沿
っ

て
進
み
、
今
度
は
二
の
丸
に
出
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
か
つ
て
二
の
丸
御
殿
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
所
で

す
。
こ
こ
か
ら
見
る
本
丸
石
垣
は
現
在

の
飯
山
城
の
一
番
の
見
所
で
あ
り
往
時

を
偲
ぶ
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
本
丸
跡

に
は
今
は
葵
神
社
が
あ
り
、
本
多
氏
が

祀
ら
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
の
と
お
り

で
す
。

　

飯
山
城
は
、
千
曲
川
の
近
く
に
あ
っ

た
独
立
丘
陵
を
削
り
、
南
か
ら
北
に
向

か
っ
て
、
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
と
階

段
状
に
配
置
し
た
梯て
い
か
く
し
き

郭
式
と
言
わ
れ
る

平
山
城
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。

　

文
化
財
指
定
は
本
丸
、
二
の
丸
の
み

が
長
野
県
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

城
跡
の
研
修
の
後
は
、
か
つ
て
数
多

く
あ
っ
た
城
門
の
う
ち
、
飯
山
市
近
在

に
今
も
あ
る
城
門
の
い
く
つ
か
を
所
有

者
の
許
可
を
い
た
だ
き
見
学
し
ま
し
た
。

本丸での学習

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
飯
山
市
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
財
産
で
も
あ
る
飯

山
城
を
、
広
く
市
民
合
意
を
得
て
、
歴

史
的
文
化
財
と
市
民
の
憩
い
の
場
の
両

面
を
ど
う
両
立
さ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な

整
備
を
し
て
い
く
か
考
え
る
貴
重
な
契

機
と
な
り
ま
し
た
。

県庁災害対策本部室にて

しんそうじ


